
執
筆
者
紹
介
（
執
筆
順
）

西
尾
元
伸
（
に
し
お

も
と
の
ぶ
）
帝
塚
山
大
学
准
教
授
。「『
楊
柳
歌
』
の
京

都
、
あ
る
い
は
清
水
寺
│〈
観
音
功
徳
〉
の
顕
現
を
め
ぐ
っ
て
│
」（
泉
鏡
花
研
究
会
編

『
論
集

泉
鏡
花

第
五
集
』、
和
泉
書
院
、
二
〇
一
一
年
九
月
）、「
泉
鏡
花
『
菊
あ
は

せ
』
小
考
│「
稲
荷
堂
」
と
「
狐
」
を
手
が
か
り
に
│
」（「
朱
」
６２
号
、
二
〇
一
九
年

三
月
）

呉
谷
充
利
（
く
れ
た
に

み
つ
と
し
）
建
築
史
家
、
相
愛
大
学
名
誉
教
授
。
著

書
『
志
賀
直
哉
、
上
高
畑
の
「
サ
ロ
ン
」
を
め
ぐ
る
考
察
』（
創
元
社

二
〇
〇
三
年
）

『
近
代
、
あ
る
い
は
建
築
の
ゆ
く
え
』（
創
元
社

二
〇
〇
七
年
）『
志
賀
直
哉
旧
居
の

復
元
』（
学
校
法
人
奈
良
学
園

二
〇
〇
九
年
）『
ル
・
コ
ル
ビ
ュ
ジ
エ
と
近
代
絵
画
』

（
中
央
公
論
美
術
出
版

二
〇
一
九
年
）『
町
人
都
市
の
誕
生
│
い
き
と
す
い
、
あ
る
い

は
知
│
』（
中
央
公
論
美
術
出
版

二
〇
二
二
年
）
他
。

吉
川
仁
子
（
よ
し
か
わ

ひ
と
こ
）
奈
良
女
子
大
学
文
学
部
准
教
授
。
専
門
は

日
本
近
代
文
学
。
主
要
論
文
「
芥
川
龍
之
介
『
玄
鶴
山
房
』
考
│
阪
本
龍
門
文
庫
蔵
自

筆
原
稿
の
検
討
を
通
し
て
│
」（『
叙
説
』
二
〇
〇
二
年
十
二
月
）「
夏
目
漱
石
『
明
暗
』

論
│
清
子
ら
し
さ
と
は
何
か
？
│
」（『『
明
暗
』
論
集

清
子
の
い
る
風
景
』
和
泉
書

院

二
〇
〇
七
年
）「
池
田
小
菊
と
全
国
書
房
版
女
流
作
家
叢
書
」（『
叙
説
』
二
〇
一

三
年
三
月
）

東
浦
弘
樹
（
と
う
う
ら

ひ
ろ
き
）
関
西
学
院
大
学
文
学
部
教
授
（
フ
ラ
ン
ス

文
学
）。
演
劇
ユ
ニ
ッ
ト
・
チ
ー
ム
銀
河
代
表
、
劇
作
家
、
役
者
。
著
書
『
晴
れ
た
日

に
は
『
異
邦
人
』
を
読
も
う
│
ア
ル
ベ
ー
ル
・
カ
ミ
ュ
と
「
や
さ
し
い
無
関
心
」』（
世

界
思
想
社
、
二
〇
一
〇
年
）、『
フ
ラ
ン
ス
恋
愛
文
学
を
た
の
し
む
│
そ
の
誕
生
か
ら
現

在
ま
で
』（
世
界
思
想
社
、
二
〇
一
二
年
）
他
。

平
瀬
礼
太
（
ひ
ら
せ

れ
い
た
）
美
術
史
家
。
著
書
『
講
座
日
本
美
術
史
６

美
術
を
支
え
る
も
の
』（
共
著
、
東
京
大
学
出
版
会

二
〇
〇
五
年
）、『
戦
争
と
美
術
』

（
共
著
、
国
書
刊
行
会

二
〇
〇
七
年
）、『
銅
像
受
難
の
近
代
』（
吉
川
弘
文
館

二
〇

一
一
年
）（
第
２３
回
倫
雅
美
術
奨
励
賞
）。『
彫
刻
と
戦
争
の
近
代
』（
吉
川
弘
文
館

二

〇
一
三
年
）『〈
肖
像
〉
文
化
考
』（
春
秋
社

二
〇
一
四
年
）
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